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Abstract

　This　paper 　discusses　possible　interfaces　between 　generative　grammar 　and 　English　ed −

ucation ，　Generative　grammar 　has　provided エnany
“
princip！ed

”
explanations 　for　various 　lin−

guistic　fac℃s　aiming 　at　fulfilling　the　explanatory 　adequacy （Chomsky　l965）from　the 　per−

spective 　of　the　Principles−and −Parameters　theory 　developed　in　the　early 　1980s （Chomsky

1981）．Although　the　core 　part　of　the　study 　shifted 　to　such 　universal 　linguistic　systems 　as

Case　theory，θ一theory，　and 　binding　theory 　frorn　ind正vidual 　constructions 　such 　as　passive

construction ，　nevertheless ，　HaegeInan 　and 　Gu6ron
層
s 〔1999）E ／zg1ガ曲 Grammar ，　 for　exam −

ple，　offers 　fascirlating　analyses 　tQ　many 　major 　constructions 　in　English．　However ，　recen し

devebpment 　of　the　the〔〕ry 　seems 　to　have　brought　more 　difficulty　to　such 　rapport 　be−

tween 　generativc 　grammar 　and 　English　education ．　More 　and 　more 　emphasis 　has　been

placed　On 　aspects 　of　non −linguistic　biological　systems 　in　explaining 　lingUistic　facts，　result −

ing　in　the　rninimization 　of　the　ro］e　of　Universal　Grammar 　in　the　theory　of 　lingUistics．　Thc

purpose　of　this　paper 　is　to　seek 　for　possible　interfaces　betweerl　generative　grammar 　and

English 　education 　from　the　perspective〔〕f　the 八咀nimalist 　PrQgram ⊂）f　the　linguistic　theory

as　biolinguistics（Chomsky 　2005．2006，2008），　The　interfaces　may 巳xist 　outside 　the　do−

main 　of　Faculty　of　Language 　because　English　education 　deals　with 　nlore 　than 　I−Language ．

Key　words ：explanatory 　adequacy ，　Principles−and −Parameters　theory，

　　　　　　　　　　mar ，　Minimalist　Program ，　biolingujstics
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　　　　　　　　　　物言語学

Universal　 Gram 一

・プ ロ グ ラ ム 、生

1．導入 ： 生成文法 と英語教育 の イン タ ーフ ェ
ー ス

　生 成 文法は、1980年代に 原理 ・変数理論 の 枠組み を採用 し、説明的妥当性 の 満足 を 目

指 しなが ら多 くの 言語事実に説明を与 え て きた。例 え ば、Haegeman　and 　Gu6ron （1999）
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の English　Gramm α r は 、生 成文法的な視点か ら英語の 様 々 な構文 につ い て 非常に興味深

い 説 明を与えて い る 。しか しなが ら、現在の ミニ マ リ ス ト
・プ ロ グ ラ ム にお い て は 、説明

的妥当性 の さ らに先 を 目指 した新 しい 意味で の 「原理的な説明」 を求め て BiolingUistics

と して の 性格 を強 める
一．・

方、
1

英語教育へ の 応用 に 関 して は非常 に難 しい モ デ ル とな っ て

い る と言え る u 本稿で は、生成文法 と英語教育 の イ ン タ
ー

フ ェ
ー

ス とい う観点か ら、生 成

文法が 初期の モ デ ル か ら 1980年代の 原理 ・変数理論 を経て 現在 の モ デ ル に い た るまで に

どの よ うな変貌を遂 げ た の か に つ い て 概観する と同時に 、 生成文法と英語教育 の 可 能な イ

ン ター
フ ェ

ース に つ い て考察する こ ととす る。

　本稿の構成は 次の よ うにな っ て い る ． まず第 1節 で生 成文法の 基本的な考え方に つ い て

概説 した後、第 2 節で は 初期 の 標準理論か ら 1980年代以降の 原理変数理論に 至る 生成文

法の 理論的変遷 を簡単に 振 り返 る こ ととす る 。 さらに第 3節で 最近 の 枠紐み に つ い て 概略

を示 し た後、第 4 節で 最 新 の 理 論的枠組み の 視点か らみ た生成 文法 と英語教育 の 接点 につ

い て 考え て み る こ ととする 。

1，1　 文法

　 よ く知 られて い る よ うに 、生成文法で は初 期の 頃よ り人 間の 言語能力を潜在的な能力で

あ る Colnpetenceと 、 それ を用 い て実際に言 語活 動 を行 う能力で あ る Performance の 二

種類 に 分けて い る （Chomsky　1965）n 生 成文法で 特 に研究 の 対象とされ て きた の は前者で 、

こ れ は ChoInsky （1986）で は、1−Lang しlage （internalized　linguistic　system ）と い う用 語

を用 い て 研究が 進め ら れ て い る ，、人 聞は、生 まれ つ き言語能力 （Faculty　of　Language：

FL） を種固有の 生 物的能力 と して有 して い る とい う仮説に基づ い て 理論が 組み 立 て られ

て お ：り、こ れ は チ ョ ム ス キ
ー

の言葉 を借 りれ ば、一種 の 認 知臓器 （acognitive 　organ ） と

も言え る もの で ある 〔Chomsky　2006：1）、，言うま で もな く、生成文法で い う 「文法」と は、

主 に こ の 生物的な能力と して の 言語 能力 の こ とを指 し、英語教育で
一

般 に 「文法」 と呼ん

で い る言語 現象を規則的な集合 と して 記述 した もの と は大 きく異 なっ て い る 。

1．2　 「基礎科学」 として の 生成文法と 「応用科学」 としての英語教育

　生 成文法の研 究は、い わゆる 「基礎科学」に分類 さ れ る もの で 、応用言語学 の
・一
領 域 で

あ る英 語教 育へ の 関係は直接的で は あ り得 ない 。あ る意 味 「理 想的」な状況を想定 して 議

論を進 め る生 成文法 と は 異な り、教育現 場で は様 々 な異な る状況 に対処す る こ とが必要

で 、生成文法 の 枠組 み で 得 られた研究成果 をそ の ままの 形で 現場に 応 用す る わけに は い か

ない こ とは周知の 通 りで ある ．

一
例 を挙 げれ ば、現 場で は学生 ・生徒の 質は

一
様 で は な
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く、理解 の レ ベ ル に応 じた教育的配慮を施 した教育が必要で ある 。 生成文法が 目標 と して

い る もの が 人 間の 言語能力 の 解明で ある の に 対 し て 、英語教育が 目指す 目標 は、学習者が

英語 とい う言語 を使 い こなすこ とが で きる ように する こ とで ある の で 、それ を効率 よ く実

現す る こ とを 目標 とする 、 段階 をお っ た教育計画が必要 とな っ て くる こ とは言 うまで もな

い 。したが っ て 、生成文法と英語教育 との 関係は、深 い 関係で ある
一方で、決 して 直接的

な関係 である とい うこ とに はな らな い の で ある 。

11

2．理論の 変遷

　生 成文法が最終的に解明を 目指す もの は不変であ る もの の 、そ の 接近法に つ い て は、初

期の 理 論 と現在の 理 論で は
一

見全 く異 なる理論で は な い か と も思 わ れ る 程の 違 い が ある 。

もちろん接近法が異 なれ ば文法の 全体像 を示すモ デ ル も異なる こ と に な り、それ に 伴い 、

生成文法 と英語教育 の イ ン タ
ー

フ ェ
ース も当然異な っ て くる 。 本節で は、生 成文法が仮定

し て い た 文法 モ デ ル に つ い て 簡単 に 振 り返 っ て み る こ と に す る 。

2．1　 原理 ・変数理論に至る前

　1960年代 の 標準理論にお い て 文 の 構造 を生 成す る の は、（1a）の よ うな 「句構造規 則」

と呼 ばれ る循環性 （recursion ） を備 えた 「文脈 自由 （context −free）」の 規則 と （1b）の

よ うな変形規則で あ っ た ，句構造 規則 は、矢印 の 左側に ある要素が それ ぞれ 矢印の 右側 に

あ る要素に展 開 され る とい う単純 な規則で ある が 、 句構造に お ける語順 と構成素 を見事に

記述 して い る ．

（1） a ．句構造規則 （PS−Rules）

　 　 　 S　 → 　 NP 　Aux 　VP

　　　 Aux　→　Tense （Modal）（have ＋ en ）（be ＋ ing）

　 　 　 VP 　
一ゆ 　 V　 NP

　 　 　 NP 　 → 　 Det　 N

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 etc ．

　　 b．変形規則

　　　 疑問変形 、受動変形、Affix　H 。pping 、　 etc ．

標準理論 に お け る 文法 モ デ ル は 〔2）の よ うな もの で あ り、句構造規則 と語彙挿 人に

よ っ て で きあが る深層構造 （Deep　Structure）に変形規則が 適用 されて 表層構造 （Surface
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Sructure）が生成 さ れ 、それが 音声へ とつ なが っ て い くこ とにな る，t 一方、意味解釈は深

層構造か ら導かれ て い た （Chomsky 　1965〕。

（2）文法 の 構成

　　Deep 　Structure− 一一一一レ Surface　Structure−一一一一←・音声

　　　　↓　 変形

意味解釈

　こ の 種 の モ デ ル で 提案された 「受動変形」や 「主語 一助動詞倒置」な どの 変形規則 は 、

学校文法で 学習する文法規則 をよ り厳密 に説明す る もの と して 理解する こ ともで き、その

妥当性 は ともか く、生成文法 と英語教育の 接点を見 つ ける こ とは比 較的容易で あ っ た と言

うこ ともで きる で あろ う。

111

2 ．2　 分1岐点 1 （1980年代初頭）原 理 ・変数理 論以 降

　1980年代の統率束縛理論 （Chomsky　1981）で提示 され た理 論は、よ り
一

層、普遍文法

（Universal　Grammar 〕の 解明に 力 を入れ た モ デ ル で 、そ れ まで の 構文中心 の 研究か ら、

格理論、θ理論、統率理論 、束縛 理論、 コ ン トロ
ー

ル 理論等 、FL が持 つ と考える普遍的

シ ス テ ム の 研究へ と研究 の 焦点は変わ っ て い っ た 。

一
例を挙げる と 、 （3） の ような受動文

の 分析 は 、「受動態の 研 究」で は な く 「名詞句の 移動 に 関する 研究」 と して、よ り一般性

の 高い 形で研究が行われ た 。 こ れに よ り、（3b）の ような受身構文に見られ る移動 と （4b）

の よ うな 上 昇構文に見 られ る移動 の 統
一

的な説明が 可能 となる 。

a

慨

尠

G

ah

　

 

　

（

C

The 　police　arrested 　the　thief

The 匸hief　was 　arrested （by　the　police），

The　thief
、
　was 　arrested 　t （by　the　poljce），

⊥tseems 　that　the ［hief　ran 　awav ．

The 　thief 　seems 　to　have　run 　away ．

The　thieC　seerns ［tl　to　have　run 　away ］．

　当時の 理論で は、（3b） も （4b） も主節の 主語はそれ ぞれ （3c）、（4c）にお い て t
、
で 表さ

れ る 、格が与 えられ ない 位置にあ っ た名詞句が主格が与 え られ る 主節の 主語 の 位置に移動
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して い るとい う点で 共通点があ り、格の 要請で 名詞句の移動が起 こ る と考えられ て い た ，

　さ ら に 、受動態 と （5）の よ うな非対格動詞 （unaccusative 　 verb ） の 類似 性 も同様 に と

らえる こ とがで きる 。

　非対格構文で は 、（5b）で 表 される ように 、 もともと動詞の 補部位置 に あっ た名詞句が、

表層主語の 位置に格の要請で 移動 して い る。こ の 移動 は、受動態 に お ける移動 と酷似 して

お り、そ の 意味で 、受動 態は、派生 的 な非対格構文 と して分析す る こ とが可 能で ある （Cu −

licover　1997：108）。

（5）　 a．　John　arrived 　ycsterday ．

　　 b．　John、　arrived　ti　yesterday．

　非対格動詞は 、現代 の 英語 で は 表面上 、非能格 動詞 （unergative 　verb ） と統語的振 る

舞 い に関 して ほ と ん ど差が な い が、Haegcman 　and 　Gueron （1999： 244） も指摘する よう

に、方言 によ っ て は例 えば （6）の よ うに差 を認め る話者 もい る こ とが知 られ て い る 。

1x’

（6） a ．％ There 　arose 　a　big　Qutcry ，　　　　　　 （非対格動詞）

　　 b．瞥 here　telephoned　a　couple 　of　students 、　 （非能格動詞〉

　また、古英語の 時代に は、C7a） 〔7b）の よ うに、非対格動詞の 場合 、 完 ゴ形 を have で

は な くbe 動詞に よ っ て 表 して お り、そ の 名残は （7c）の ように近代英語 に も見る こ とが

で きる 。

C7）　a ．　Se　　　haiga　　feeder　　w εes 　　in　　agan ．

　　 　 the　　ho！y　　 fathcr　 was 　　in　　gonc

　　 　
‘
The　holy　father　had　gonc 　in．

’

　　 b．Is　　 nu 　　　 geworden ．

　 　 　 is　　 now 　　 become

　　 　
‘
lt　has　happened ，

「

　　 C．　Louisc　is　gone ．

（01d　English）

（ぐ）ld　English＞

（N工odern 　English）

　さら に 、非対格動詞 と非能格動詞 の 対比は、名詞句 に も反映 され て お り、非対格動詞か

ら派生 され た 名詞の 場合 は、（8）の よ うな他動詞か ら派生 され た 名詞 の 場合 と同 様に、
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（9）が 示す ように表層主語が名詞 の 補部 の位置に も主語の 位置 に も現れ得る が 、非能格動

詞 の 場 合 は、（10b） の よ うな パ タ ー
ン は 許 さ れ な い 。 〔Haegeman 　and 　Gu6ron　1999：

412−413｝

〔：8） a ．

　　 b、

（9＞ a ．

　　 b．

（10） a ．

　 　 b．

the　eDernyls 　destruction　of　the　city

the　city
’
s　destrtlction　by　the　enerny

Johnps　late　arrival

the　late　arrival 　of　John

Louise
’
s　scream

＊

the　scream 　of 　Louise

　まとめる と、こ の ア プ ロ ーチ で は、自動詞は 「非対格動詞 」と 「非能格動詞」の 二 つ に

分 けられ、動詞 は Clla） の よ うな 自動詞 と他動詞 と い う二 種類 の 分類で はな く、（11b）

の ように非能格動詞 、 非対格動詞、他動詞 の 三種類 に分類 され る こ と に なる 。

（10 動詞の分類

　　 a．動詞の 分類

… ＜
自動詞

他動詞

b，生成文法

… ＜ 驫鏘

なお、こ の 文法 の 構成は Y モ デ ル と呼ば れ る モ デ ル で 、（12）の ような構成を持 っ てお

り、Phonetic　Form が音声解釈 へ 、　Logical　Form が意味解釈へ の 入力 とな っ て い る 。

（12） D −Structure

Phonetic　Form

　↓
音声解釈

Logical　Form

　　↓
　 意 味解釈
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　文法の 中で 「構文」の 概 念が重 要1生を持たな くな っ たため に 、こ の モ デ ル に お い て は 生

成文法と英 諮教 育と の 距離 は 広が っ た と言える か も知れ な い 、，しか しなが ら、一
方 、 普遍

文法 の 観点か ら比較言語学 の 側面が重要視 され 、英語 とH 本語 の 文法 （そ れぞれ の 1−Lan−

guage ＞の比較 をする機会が増 える こ とに よ り、従来 とは異なる面での英語教育 との接 点

が生 まれ た と も言 え る ．また、従来の 学校文法で は 説明が 難 し か っ た 現 象に つ い て 、よ り

理解が深 ま っ た統 語構造 に言及す る形 で 明解な説明が与え られ る場合 も多く、工夫 を凝 ら

すこ とに よ っ て英語教育に と っ て非常に有益な モ デ ル で あ っ た とい うこ ともで きよ う。

3．最近の 動向 ：分岐点 皿 （「説明的妥当性」を越 えて）

　 1980年代終 わ り頃か ら 1990年代半ば に か けて理論の 大幅な見直 しが行われ 、 ミニ マ リ

ス ト
・プ ロ グラ ム と呼 ば れ る モ デ ル が生 まれ る こ とに な る （Chomsky　l995），，こ の ア プ

ロ ー
チ で は、文法理論 におけ る重複 を省き、「経済性 の 原理 」 とい う方向性を もっ て言語

研究を行 うよ うに な っ た 。さ ら に世紀が 変わ る 頃、ミ ニ マ リ ス ト ・プ ロ グ ラ ム は 、言語能

力 を生物的能力の ひ とつ として とらえる生 成文法の 基本的な仮定を も う
一
段推 し進め る モ

デ ル へ と進化する こ と に なる。本節で は、最近 の 生成文 法の ポ イ ン トに つ い て 少 し見て み

る こ とにする。

3 ．l　 Biolinguistics的言語学 ： 第三要因 の 重視

　生成文法の 初期の 頃 よ り、言語理論の妥当性 と して （13） の よ うな 三 つ の 妥当性が仮定

され 、そ の 中で も普遍文法 の 獲得 と深 く関わる （13c）の 説明的妥 当性 を満たす分析 が

「原埋的説 明」 を与 える もの と して 、最 も好 ま しい も の で ある と され て きた （Chomsky

1965）。

（13）a ，観察的妥当性

　　 b．記述的妥当性

　　 c ．説明的妥当性

　最近 の 考 え方で は、言語能力 （Faculty　of 　Language ｝ 0）発達 の 研究 に 関わ る 三 つ の 要

因 として （14）が仮定され 、そ の 中 で も （14c） に よ っ て 説明され る分析が 真 の 原理的説

明に よる もの で ある と して 、最 も好ま しい もの で ある と考え られ て い る （Chomsky 　2005，

2008：133）tt
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Q14♪a ．

　 　 b，

　 　 C ．

external 　data

genetic　end 〔〕wment （UG ：Universal　Grammar ）

principles　of 　structura ！architecture 　and 　developmental　constraints 　that　are

not 　specific 　to　the　organ 　under 　investigation，　and 　may 　be　organism −independent

　こ の ア プロ ー
チ で は、（15） の Chomsky の 言葉 に表 され て い る よ うに、普遍文法が言

語 理論で 果 た す役割の 縮小が 見 ら れ 、研 究 の 興 味 の 対象は 、第三 要因と呼ば れ る、言語 と

言語以外の シ ス テ ム との 接触面に関わ る 研究へ と変化 して い っ た と言 っ て良 い で あろ う。

（15）Evidently，　inquiry　inro　evolutionary 　origins 　becomes 　more 　feasible　the　less　spe −

　　 cial　struc てure 　 is　attributed 　to　UG ：that　is．　the　rnGre 　we 　can 　proceed 　beyond　ex −

　　 planat．ory　adequacy ．　ChQmsky　C．2008：135）

　 こ の モ デ ル で は言語 と文法の 関係が従来 と大 きく変わ っ て お り、 生成文法 と英語教育 と

の 接点 を見出す こ とは 容易で は ない 、，普遍文法に関わ る部分 は英 語教育と の接点が 考え ら

れ る が 、 理論的に は普遍文法が扱 う領域 は なる べ く縮小 され る こ とが望 まれて い るか らで

あ る。 こ の 点に つ い て は 、 第 4 節で 再び議論する こ と にする 。

3．2　 移動

　人 間言語に 移動は 付 き物 で あ る が 、英語教 育の 観点か ら見て み る と 、 英語に おい て は

wh 移動 の 長距離移動が 見られ る とい う点で 興味深 く、その 分析 に は様 々 な提案が な され

て きた 。 原理
・変数理論で は 、（16）に 示され る よ うに 連続循環的移動 を行 うこ とに よ っ

て 長距離移動 を実現 して い た こ と は周知 の 通 りで ある。

（16）a 、Who 　do　you 　think　John　saw 　yesterday ？

　　 b．Whoi　do　you 　think ［cp　ti ［丁p　John　saw 　g　yesterday ］］？

　また、移動に関する制限で ある 「島の効果」 の い くつ かに つ い て は、概略 （17）の よ う

に規定 され る局所制 限 「下接の 条件」に よ り説明 して い た （Chomsky　1981）c
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（17）下接の 条件

　　　一
圓 の 移動で 越 え る こ とが で きる 有界接点 （英語に お い て は IP また は NP ）は、

　　　最大 1個で ある 。

　最 近 の 「相 （Phase）」に よ る 派生で は 、構造 を作 る操作 と して は 、単 に α と βと い う

t つ の 要素 を結び つ けて ｝α ，β1 と い う集合 を作 る 「併合 （Merge ）」 を仮定 し、　 Exter−

nal 　Merge と Internal　Merge （従来の 「移動」 に相当）を繰 り返すこ とに よ り次 々 と二 股

（binary　branching）構造を作 り出して い く。 そ して こ れ らの 作業 をする
一

区切 りの ス ペ
ー

ス として 「相」 とい う領域 を仮定 し、それぞれ の 相に は 、
い わ ば司令塔の 役 目を果たす要

素で ある相主要部 （Phase　head）が ある と され 、そ れが持 つ 性質 （素性） に よ り、主語

や wh の 移 動 が起 きる と考えられ て い る。　
V
相 に よ る派生 を仮定する こ と に よ っ て 、容量

が 限 られ て い る人 間 の 記 憶に対す る負荷 も視野 に入れた文法理論が構築 され て い る の で あ

る，t

　 こ の モ デ ル における文法の構成 は、概略 〔18） に 表される よ うなモ デ ル で、各相の 終わ

りで は Spe！l−Out と呼ばれ る操作が仮定 され 、 派生 され た表示を発音と意味に分 け て い く。

一
旦 Spell−Out が 適用 さ れ る と、次の 相か らは当該 の 相主要部 の 補部に は ア ク セ ス で きな

くな り、そ の 結果、実質、相主要部指定辞に移動 して い る 要素 と相主要部 自身以外 は移動

が 阻止 され る こ とに な る。 こ れ に よ っ て 、相に よる派生に お い て も局所制限が記述 され る

の で ある v

（18）文法 の 構成

（

§
o

鵞
』

馨
δ

巴

Σ
の

Ilsftexi じ all しCI］IS ｝

s ，、。、e

（
冤［
ξ
毒
鬢

＝
⇔

三
q
。

ヨ

8
ご
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4 ．最新言語理論 と英 語教育

　 3 ．1節で 、生成文法 の 最 新 モ デ ル と 英 語教育 は 、接点 を持 ち に くい こ とを指摘 した 。

こ こ で は、そ の 点 も含め て 、最新 旨
’
語理論 と英語教育 の イ ン タ

ー
フ ェ

ー
ス に つ い て考 え る

こ ととする、t

4 ．1　 基礎科学 と応用科学

　 1 ，1節で も述 べ た よ うに、基礎科学であ る生成 文法 は、その まま の 形で は 英語教育に

用 い る こ とは で きな い 。当然の こ となが ら、英語教育 の 現場で は教育的配 慮が 必 要で あ

る 。 例えば、生成文法の 研究が 進む こと に よ っ て得 られた知見を、果た して どこ まで教 え

る べ きなの か と い う大 きな問題 が あ る。（19） は束縛現象の 例で あ る が 、（19a）で は再 帰

代名詞 herselfは Janeと同一人物 とな り、Louiseと同
一

人物で ある こ とはあ り得 ない が 、

〔19b）の よ うに this　picture　of　herselfが 話題 化に よ っ て 前置 され る と 、
　 herselfは 従属節

の 主語 の Janeで も主節の 主語の Loiuseで も先行詞 と して と れ る よ うに なる こ とが知 られ

て い る　（Haegeman 　and 　Gu6ron　l999：10）、，

（19＞　a．　Louise　says 　that　Jane　intends　to　scH 　this　picture　Qf　herself．

　　 b．　This　picしure 　of　herself，　Louise　says 　that　Jane　intends　to　sell．

　（19a＞の ような典型的な束縛の事実 自体 は必ず英語教育 に お い て 採 り上げる べ きもの で

ある が 、（19b）の よ うな例を採 り上 げる べ きで あるか どうか は議論が 分か れ る と こ ろ で

あろ う。 〔19b）の ような現象は、（20）の よ うな wh 移動 の 例で も観察 され る
・・

般 的 な現

象で ある の で ある が 、大学 にお け る英語 の 授業で こ の事実 に つ い て 教える こ とは稀であ ろ

う。

（20）　Which 　pictures　of　herself　does　Louise　say 　that　Jane　intends　to　sell？

4．2　 コ ミュ ニ ケーシ ョ ン能力と言語能力

　高等学校の 英語教 育で も コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 重視 の 姿勢が色濃 く現れ て い る こ とは周知

の とお りで あるが 、大学で の 英語教育にお い て も特 に共通教育に お け る英語教育で は 、コ

ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン の 面が重 視 され て い る と考 えて 良い であろ う。 しか しなが ら、こ こ で 忘

れ て は な らな い こ と は 、人間が コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を行 う際、非言語系 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ

ン能力 も非常に大 きな割合で 用 い て い ると い う事実で ある。非言語系 コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ン
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とい うと、表情や し ぐさが す ぐに 思 い 浮か べ られ る が 、実は
一

見、言葉 と して 考えられ る

か も知れ な い 単語 の 連鎖 も非言語系 コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン と して 分類 した方が適切なもの が

ある。

　酒井 （2002）で も紹介されて い る よ うに、人間 はチ ン パ ン ジ
ーとコ ミュ ニ ケ

ー
シ ョ ン す

る こ とが で きる が 、そ の 際、チ ン パ ン ジ ーが 使用する 「言語」 に は語順が 無 い こ とが知 ら

れ て い る。（21）は、チ ン パ ン ジ
ー

が 用 い た手話 を書 き取 っ た も の で ある 、，

（21）ち ょ うだい 、オ レ ン ジ、わたし、ちょ うだい 、たべ る、オ レ ン ジ、わた し、たべ る、

　　 オ レ ン ジ、ち ょ うだい 、わたし、たべ る、オ レ ンジ、ちょ うだい 、わたし、あなた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（酒井 2002：32）

　 こ の 単語の 羅列 を聞い て 、チ ン パ ン ジ
ー

が何 を欲 して い る の か を想像する こ とはそ れほ

ど難 しい こ と で は な い で あ ろ う。 そ の 意味で 、コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン は成立 して い る と も言

える。 しか しなが ら、こ の チ ン パ ン ジーの 「言語」 には 、 3．2節で 触 れた 「併合」が存

在せ ず、そ の ため 、人間言語で 普通に見 られる 階層構造が無い 。 人間言語の特徴の 一つ に

「構造依存 」が ある とす る と、チ ン パ ン ジ ーの言語 は、や は り人 間言語 と は 質的に大 い に

異 なる もの であ る と い うこ とが で きよ う。 コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 重視 の 英語 教育 と言 っ て

も、チ ンパ ン ジ ー
的な英語 能力の 獲得 を ト1指 し て い る は ずは な く、入間言語 と し て の 「文

法」 を備 えた英語能力の 獲得が期待 され て い る こ とは言 うまで もな い 。 今 日、 コ ミ ュ ニ

ケ ーシ ョ ン能力の 育成 の 陰に 隠 れが ち な文法指導であ るが、文法につ い て の指導も決 して

疎か に して はな らな い 。

　と こ ろで、焦点や 主題 とい っ た 談話 に関係する要素等 は 、牛 成文法の 最近の モ デ ル で

も、言語能力の
一

部 として考え られ て い る 、，
コ ミ ュ ニ ケ

ーシ ョ ン とい う視点か ら見た場

合、談話 に関係する 要素は どち らか とい うと文法 とは異なる領域 に属す る もの の よ うに思

わ れ るか も知れな い が、生成文法の 視点か ら見れば、人問以外の 動物 も持つ コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力で は な く、人間の みが持 つ 言語 能力 の 方 に属する もの と して 考え られ て い る 。

果た して、英語教育にお い て 「コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン能力」 とい う場合、 コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ

ン能力 と言語能力の どち らの 能力の こ とを指 して い る の で あろ うか 、，

4．3　 言語能力 と言語活動

　人間が行う言語活動は創造性 に満 ちて お り、生成文法が 想定する 言語能力に よ っ て すべ

て の 言語表現が生成 され る と考え る の は妥当で はな い 、、生成文法が明 らか に しよ うと して
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い る の は、あ くまで も 1−LangUage で あ り、Chomsky （2008： 144） も （23）の よ うに 述 べ

て い る。
vl

（22）Expressions　that　are　unintelligible　at　the　SM 　interface　may 　satisfy　the　most

　　 stringent 　C−I　conditions ，　and 　converseiy ．　And 　expressions 　that　are
‘’deviant”are

　　 not 　only 　often 　quite　norrnal 　but　even 　the　best　way 　to　express 　some 　thought ；

　　 rnetaphors ，しo 　take 　a　standard 　examp 上e ．　or 　such 　evocative 　expressions 　as

　　 Veblcn
’
s
’‘
perforrrl　leisure．

”
That　includes　even 　expressions 　that　crash ，　often 　used

　　 as　literary　devices　and 　in　inf6rmal　discourse，　with 　a　precise　and 　felicitous　inter−

　　 pretation　at　the　interfaces．

　英語教育が 相手に する の は 、 生 成文法が研究の 対象と して い る言語能力に関わる表現 だ

け で は ない こ とは言 うま で もな い 。そ の 意味で 、英語教育の 射程 は非常 に広 い と言える の

で あ る が 、 4 ．1節 で 見た よ うに言語能力に関 わ る現 象の す べ て をそ の ま まの 形で教 え る

わ け で もな い 。例 えば、比 喩表現 は認知言語学で よ く研究 さ れ る が 、（23）の よ うな 、い

わゆる モ ジ ュ ラ
ー的言語観 を採用 す る生成文法的視点で 見 た場合、比喩表現 を作 り出す能

力が 人間の 言語能力 の
一部で あ る とは考え に くい 。言語活動 は、（23）で Formal　Gram −

mar として 表 され て い る 「言語能力」だ けで 成立 して い る の で はな い の で あ る 。

（23）モ ジ ュ ラ
ー

的言語観 （Newmeyer 　1983i　3）

“Language ”

　本稿 で は、生成文法 と英 語教 育の イ ン ター
フ ェ

ース に つ い て 見て きたが 、結局 の とこ

ろ、 4 ．1節で触れ た よ うに、基礎科学で ある生 成文法 と応用言語学 の 一．・−t
つ で ある英語 教
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育は 、直接 的なイ ン ター
フ ェ

ース を持 っ て い る とは言 い 難 い 。 むしろ、生成文法が 1−Lan−

guage と し て 考え て い る狭 い 意味で の 言語能力 （FL ） の 外に 生成文法 と英語教育 の イ ン

タ
ー

フ ェ
ー

ス はあ る と言え る。生 成文法の視点か らの 研究に よ っ て得た知見を、い か に 教

育的配慮 を交え て 英語教育 に取 り入れ て い くべ きか 、 言語理論の 研究者 と英語教育の 研究

者の 緊密な共同研究が必要 とされ て い る。

＊

・
1

．
−

．
1

■
工

．
−

．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　注

本稿 は、大学英語教育学 会 （JACET） 第 28 回大会 （2011年）中部支部大会 （2011

年 6 月 4H 、名城大学天 白キ ャ ン パ ス ）「大学英語教育 に お ける理論 と実践の 連携」

の シ ン ポジ ウ ム にて 口 頭発 表した もの に 加筆 ・修正 を施した もの で ある。

詳細に つ い て は 、 3．1節で 述べ る。

こ の よ うな言 い 方は や や単純化 し過 ぎて い る の か も知れ な い
。 英語教育 と言 っ て も、

対象の 年齢 に よ っ て 大 きな違 い が ある こ と は 周知の 通 りで あ る。 こ こ で は 生 得的な言

語能力 に基づ く母語獲得の場合 と、ある程度年齢が 高 くな っ て か ら行われ る外国語 と

して の 英諮 の 習得を念頭 にお い て い る。

詳細な変形規則 の 記述 は、こ こ で は 割愛する。英語 に お ける様 々 な変形規則 につ い て

の 議論 は 、 例えば Emonds （1976）等を参照 され た い
。

（6）〜 （10）の 例文 は、Haegeman 　and 　Gu6ron （1999：244，412−413）か ら引用 した。

「％」の 記号 は、話者 に よ っ て容認度に差が ある こ とを示 して い る 、，

こ こ で い う主語の 移動 とは 、VP 内主語仮説 に基づ く主語の 基底生成位置か らの 表層

主 語位置 （TP 指定辞）へ の 移 動 の こ とを指 して い る。なお、　 Chomsky （2008） に よ

れば 、 言語能力に お ける併合の 獲得 （階 層構造 の 獲得）と大進化 （Great　Leap　For−

ward ） と の 間に は、深 い 関係が あ る と され て い る 。

（22）の 引用 文 に 出て くる SM 、　 C−1は 、そ れ ぞれ （18） に 表 され て い る Sensorimo−

tor、　 Conceptua1−lntentionalの こ とを指 して い る．
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